
高齢者福祉医療戦略プログラムについて

高齢者福祉医療戦略プログラムとは

• 本市において、平成24 年２月から高齢者福祉医療戦略会議を開催

• 10年後の本市における高齢者の生活イメージを共有し、課題を整理

• 優先的に取り組むテーマとして「在宅医療・介護」と「支え合い」
について議論

⇒平成26年度から平成35年度(令和５年度)までに行うべき取組みを「小牧市高齢者福祉医療戦略
プログラム」としてとりまとめ（平成26年12月）
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分
野

施策 事業

在
宅
医
療
・
介
護

在宅医療に関す
る啓発

本人・家族への在宅医療に関する啓発(ポス
ター・パンフレット等)

在宅医療従事者への在宅医療に関する研修

最後の迎え方とその準備に関する啓発(セミ
ナー・冊子等)

在宅医療に関す
る情報整理・提
供

在宅医療に関する情報整理

在宅医療に関する情報提供(ＨＰ・冊子等)

在宅医療相談窓口の設置

在宅医療提供体
制の整備

在宅当番医体制の構築

訪問看護との連携体制構築

訪問介護との連携体制構築

在宅看取り体制の構築

支
え
合
い

サポートの仕組
みづくり

ボランティアの育成

地域でのサポート体制・受け皿の整備

ボランティア情報とりまとめ

ボランティア情報提供

地域外の事業者の情報提供
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支え合いの実践事例・地区の着実な増加による、支え合いの仕組みの展開、
ボランティアの増加

在宅医療の実践事例の着実な増加による、在宅医療提供体制の拡充・強化

【体系図】【10年後の生活イメージの実現に向けた取組み】
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